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1．轄昔

本報告では前掛）に続いて、人力軸と出力軸とが回転し

ながらトルクを伝達している状態の測定を目的とし、静ト

ルク、動トルクともに測定でき、機器自体の小型化と軽量

化も容易に図れ、同時に安価で簡単な構造の非接触式トル
ク計について検討を行った。

空．非接触式卜粘智軒の精選及び腰理
2・1構造

Fig．1にトルク計のシステム図を示す。
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Fig・1Diagrazn ofTorquemeterSystem

本トルク計は、伝達軸に作用するトルクによるねじれを

入出力軸に取り付けた2個の同形状のカムにより鵡面変位

に変換する部分と、フォトセンサからの変位信号を処理す
る部分とに鼻部れる。

か㌢怨じれ変換部申構造

本報ではねじれ部にトーションバー方式を採用した。軸

径12mm、有効長さ220nmであり、負荷トルク8kgf・mの時、約

6・070のねじれを生ずるように設計してある。

2・3カム形状

反射面となるカムは、基礎円半径r‡＝20皿m、最大鞘面変

位打＝6．44m皿である16枚歯カムを用いた。これはフォトセン

サの検出範囲内に収まるように、8枚歯カムを22．50の位相

を持つ位置にずらし、重ね合わせた形状の外形をワイヤー

放電加工で作成したものである。（Fig．2（a））

いま、最大端面変位を軋回転角をαとすると、回転角度と

確面変位運転の開韓式抜放式のように裁きれ、結果として

hこはαにほぼ比例することになる。（Fig．2（b））
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Fig．2Geometry andRelative Position of LinearCan

か塵測定原理

入出力軸のカム片の相対的な悼澄関係をFig．2（b）に示す。

図は、回転数Nで回転し、トルクでか作用して角変位農αを

生じたときを示す。Å－A’線上での梱面変佗遵はh。である。

乱吉変位信号処理法

入力軸側と出力軸側の出力魔圧の差をとることでトルク

に応じた出力電圧を縛ることができるが、さらにカムの歯

1／2分の位相差を持つ位置に、センサを配置し、それらを切

り替えることで静止トルクの測定も可能としたことはすで
に前報で報告した。

しかし、この方法では軸の偏心がある壌台（ぎig．4（a））に

は、反射面とセンサとの距離が変化し、センサにより生ず

る電圧の振幅が変化する。この解決法として、それぞれの

センサと点対称の位鑑にもう一つセンサを配置し（Fig．3）、

各出力の平均を取ることで、軸の偏心の影響を受けないよ

うに（Fig．4（b））した。

Fig．ヰにそれぞれの出力波形を示す。
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